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瑞穂RCの会員の皆様には、大変お世話になりました。私の一
方的なわがままで当クラブを退会致す事にしました。30数年の
永い間、かけがえのない思い出を作る事ができました。まだま
だ、すべて現役で元気で生きていますので、今後も変わらぬお
付き合いを頂けたら、大変嬉しく思います。
RC人生で11-12年度は会長以下、会員の皆様に大変お世話
になりました。感謝！
髙須会長、馬場幹事、ご苦労様でした。ロータリーをエンジョイ
しましたか。理事、役員の皆さん、ご苦労様でした。今年は会員
の皆さんで地区大会のホストとして色々な経験をし、知識も増
えたと思います。これからのロータリー活動に生かし、頑張って
下さい。今日は親睦活動委員の皆さん、お世話になります。

6月26日は妻の誕生日でした。きれいなお花、ありがとうござい
ました。親睦活動委員の皆さん、ありがとうございます。

今年度は思うように出席できませんでした。本日は久しぶりに
皆さんと会えて、幸せです。
髙須会長、馬場幹事、1年間ご苦労様でした。私も1年間お世
話になり、ありがとうございました。

近藤茂弘ニコボックス委員長　

宇佐美貞夫さん

髙村　博三さん

近藤　雄亮さん

近藤　茂弘さん

市岡　正蔵さん

大川　嘉成さん　稲葉　　徹さん　岡村　達人さん
田中　政雄さん　馬場　將嘉さん　岩本　成郎さん
鈴木　淑久さん　大嶽　達郎さん　西本　　哲さん
稲垣　　豊さん　梅村　昌孝さん　平野哲始郎さん
関谷　俊征さん　湯澤　信雄さん　岩田　修司さん
松井　善則さん　𠮷木　洋二さん　田中　隆義さん
佐藤　善乙さん　宗宮　信賢さん　髙木　　勝さん
亀井　直人さん　山本　英雄さん　長坂　邦雄さん
八木沢幹夫さん　松波　恒彦さん　鶴田　　浩さん
渡辺喜代彦さん　森　　恒夫さん　鈴木　健司さん
湯澤　勇生さん　堀　　慎治さん　田中　英雄さん
野崎　洋二さん　長瀬憲八郎さん　増田　盛英さん
鈴木　圓三さん　伊藤　　豪さん

馬場將嘉幹事

会員68名　出席51名  （出席計算人数51名）

出席率　87.9％ 6月21日は補填により 90.9％

出席報告 近藤茂弘出席委員長

幹事報告
・
・

・

チャーターメンバーでもある宇佐美貞夫さんが退会されました。
内田久利さんが病気のため、半年間の出席免除申請を出されま
した。一日も早い復帰を心からお祈りしています。
次週7月5日(木)13：40よりヒルトン名古屋4階「藤の間」にて
第1回理事会・CAを行います。

馬場將嘉幹事

2012年6月28日（木）  晴　第46回 下期納会
第1556回例会

：司 会 堀慎治親睦活動委員会

クラブテーマ：「熱田の杜・友愛・気品」
～ロータリー親睦活動月間～

　1年前にスタートし、早くも下期納会を迎
えました。年度初めにどうしても行いたいこ
とがいくつかございました。1つは地区大会
を成功させる事です。これは皆さんのご尽力
を頂いたお陰で、地区からも高い評価を頂い
た行事になったと思います。もう1つは、クラ
ブ創立から32年が経ち、先輩から次の世代
を引き継ぐ会員を育てなければならない事です。1年間でどのよう
な計画を練り、どのような結果が出るのか、不安に思っていまし
た。スタート時の会長挨拶では、不安な気持ちで旅に出るという
心境が『奥の細道』の中の松尾芭蕉に似ているとご紹介させて頂
きました。『奥の細道』の中に、私が考えていた新しい世代の育成
に繋がる一句がございましたので、ご紹介したいと思います。
1689年（元禄2年）、松尾芭蕉は江戸・深川の家を処分し、旅に
生きる覚悟で東北に向けて旅立ちました。その行程は山形県の少
し北から日本列島を縦断し、秋田県に出て、新潟県を通り、岐阜
県の方へ南下するという150日間の旅でした。弟子の河合曾良と
共に旅をしていましたが、大垣で2人は別々に分かれます。あと2
日を残していますが、私と馬場幹事も最後となります。馬場幹事、
1年間ありがとうございました。市振の関（現・新潟県糸魚川市市
振）で詠んだ「一家（ひとつや）に 遊女もねたり 萩と月」という句
があります。若い方は『遊女』という言葉が気になると思いますが、
着目して頂きたいのは『萩と月』の部分です。昔なので夜間照明も
ない中、泊まった宿の庭の萩を月の光が照らしているという、静謐
な雰囲気の場面を『萩と月』で表しているのでしょう。句に出てくる
遊女は身の上に様々な事情があり、お伊勢参りへ行く途中でし
た。芭蕉はその遊女の身の上に深い哀惜の念を持ち、この句が生
まれました。瑞穂RCのモットーは「熱田の杜・友愛・気品」ですが、
気品ではどうしても先輩にはかないません。品位を持つ人格を形
成することが我々の目指すところです。従って、『遊女もねたり』に
着目することは若い証拠で結構ですが、是非とも『萩と月』に着目
できる次の世代を引き継ぐ方になって頂きたいと思います。芭蕉
は大垣で旅を終え、曾良と別れた後、しばらく逗留してから、再び
西に向けて旅に出ます。その時に詠んだ『奥の細道』の最後の句を
ご紹介して、最後の会長挨拶を終わりたいと思います。「蛤（はまぐ
り）の ふたみにわかれ行く 秋ぞ」一年間ありがとうございました。

会長挨拶 髙須洋志会長



例会のご案内

会員卓話
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松波恒彦会長・平野好道幹事
会長・幹事挨拶
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内 容 決算・予算・委員会方針：

場 所
時 間

ホテルオークラレストラン「桃花林」
18：00～20：00
：
：

■次々週行事　7月19日(木) 親睦例会

■今週の卓話　7月5日(木)

■次週の行事　7月12日(木) 第1回クラブフォーラム

札幌手稲ＲＣ例会訪問
　6月16日（土）国内友好クラブである札幌手稲ＲＣに髙須会長
始め、12名の会員が出席してきました。

髙須　洋志さん　松波　恒彦さん　馬場　將嘉さん
堀　　慎治さん　野崎　洋二さん　遠山　堯郎さん
本多　清治さん　渡辺喜代彦さん　岩田　修司さん
鈴木　淑久さん　鈴木　健司さん　湯澤　信雄さん

＜参加メンバー＞

第55回グルメ会
　今回は小牧市にある無農薬野菜をメインにした「Village cafe 
ANOU 賀名生」で開催しました。オーナーもロータリアンとの事
で親交を深めてきました。折しも髙須会長と夫人が参加されまし
たので一足早い会長慰労を兼ね楽しい一時を過しました。

懇親会
乾杯：田中隆義直前会長

　1年間は早いもので、今夜はもう下期納会です。皆様、本当にご
苦労様でした。特に髙須会長、馬場幹事、ご苦労様でした。お二
人とも本日は非常に良い顔をされています。それに比べると松波
次期会長は少し緊張しているように見受けられます。今年度は地
区大会の開催のため、皆様方にご協力頂き、無事成功裡に終えら
れたことに感謝しております。この1年間、ご活躍頂きありがとう
ございました。来週から新年度になります。また1年間、お体には
気を付け、ロータリー活動と仕事と家庭を大事になさって下さ
い。名古屋瑞穂RCの益々の発展と会員やご家族の皆様の御健
勝、御多幸を祈念して乾杯したいと思います。乾杯。

閉会挨拶：𠮷木洋二副会長

懇親会風景

　過ぎてしまえば、1年間あっという間でした。古来に「籠に乗る
人担ぐ人 その草鞋を編む人」がいたように、全会員がそれぞれの
立場を担うことで瑞穂RCは成り立っています。会員皆様のお陰
で、この1年間を無事に過ごせました。1年間の締めとして最後に
三本締めで締めたいと思います。(三本締め)

司会：堀慎治親睦活動委員会

髙須会長・馬場幹事へ
花束贈呈
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